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西塩沢から細谷に向かう道すがら、
気になっている青い服。潜水士が魚を
突くヤスをもって狙っているかのよう。
ヤスをこの角度にしたのは風？黒い口
は大きなゴーグルのようであり赤い帯
もピッタリ。農道に置かれたオブジェ
のようであり、いつもそばを通る度に
「フフフ」。

【議会より】 2.14 臨時議会で下水道事業の増額予算、可決。
下水道事務に係る不適切な事務処理により、増額補正が必要になって提出された議案に対し、

賛成多数で可決しました。信毎に報道された問題について報告します。
この議案は、今年度の当初予算で1,200万円と決まった予算額を超えて、担当職員が上司の

決裁を得ずに、独断で事業者の申し出に応じ、約1,960万円の契約を町長の職印を使って契約
書を作成・送付。すでに契約は成立した形となっており事業は進んでいるため、事業に不足し
た財源を増額するため、議会に提案されたものです。
不足する財源760万円のうち、2分の1に当たる370万円は国から交付されることが予定され、

更に一般財源を追加して委託料を増額する予算としました。

議会ではこれまで何回にもわたって、こうした事態がなぜ起きたのか、時系列的に実際に起
きた事務の流れを説明するよう要求、また、予算を超えた事務処理がなぜ職員単独でできたの
か、町長の職印が自由に使用できたことなど、様々な問題を指摘しながら再発防止に向けた具
体的な防止策を取りまとめる様、繰り返し指摘。町は議会の指摘に応えて資料を提出し、事件
の解明と再発防止のための第3者委員会を作り議論することを打ち出しました。
本会議では、事業の必要性については、担当課長より述べられましたが、なぜこの議案が提

出されることになったかの理由については説明がなく、質疑の中で明らかにしました。
また、同じ担当者が担当していた消費税の取り扱いについても、期限までに納付されておら

ず、追徴金が加算されており、町の新たな負担になっています。この問題については3月の補
正予算で対応することとしています。

今回の事件は、
１、契約事務について担当者任せになっており、課長のチェックがされていなかったこと。
2、町の契約に必要な町長印が、担当課の課長を経なくても使用できるようになっていたこと。
3、外部から来る書類が課長を通ることなく、直接担当者にわたる流れになっており、県や業
者からの契約書や通達が、課長を通過しなくても直接やり取りされていたこと。

4、公務員の仕事についての基本的な認識が欠
けていたのではないか、課内の意思疎通が不十
分だったのではないか。 などが挙げられてい
ます。

【現時点での再発防止策】として示されたのは
① 町長印を総務課長の机の中に保管し、総務課長
のいる時でないと使用できないようにする。
② 公務員倫理・法令順守の徹底を図る。

③ 担当者から上司への事業進捗状況報告を定期的
に行い、事務処理の確認を行う。

④ コミュニケーションの推進として、課内・係内の打
ち合わせを定期的に行うこと。職員間のあいさつや積
極的な声掛けなどにより、相談しやすい職場環境づく
りを進める。 としています。

更に具体的には第3者委員会での調査・検証による
再発防止策が待たれます。



その２ 地域おこし協力隊の募集について

現在3名いる協力隊員のうち、リンゴ栽培を志していた青年は、

協力隊員を卒業し、農家として自立。リンゴ農家として圃場を借
りて栽培することに。
これを受けて町は、新たに、地域おこし協力隊員２名の募集を
する予定。観光誘客・地域振興に従事してもらう予定。

その３ 家畜糞尿貯
留地土砂崩落事故の
現況について
2016年9月20日の豪雨のた
め野積みにしておいた糞尿が
流出。下流の田んぼに流れ込
み、収穫間近の稲が全滅。町
道や河川に流れ込んで汚染さ
れました。以後流出した汚物の
回収や破損した道路の修繕を
してきました。
これ以上の流出を防ぐために、
黒のフレコンバッグに土を詰め
て土留めにしています。
今回の報告では、昨年の県
議会で900万円超えの流出防
止工事の実施設計費が可決さ
れました。
実際の盛土による流出防止
工事はＨ30年6月の県会補正
予算で対応予定。

その４ 来年度予算に盛り込みたい意向が示さ
れました。2/14全員協議会

①空き家改修補助制度の制定について
空き家の改修を進め、移住・定住を進めるために、空き家として
登録された家の片付け/改修に係る補助金制度を作りたい意向。
改修費用の3分の２、上限50万円。改修に当たっては町内業者や
町の許可業者の利用であることを条件にしたいとのこと。

②高校生などへの支援金制度の創設。
月額3,000円（年額36,000円） 所得制限なしで全員対象
ここ3年間では進学率は100%であり、中学を卒業した子の家庭全
てが対象となります。中学までは児童手当などがあるが高校生に
はないこと、高校でかかる学習費（学校教育費＋学校外活動費）
は公立校約45万円、私立校で約104万円掛かることから子育て支
援として再度打ち出しました。

＊まだまだお知らせしたいことがありますが
次号でこの続きをお知らせします。

財源は当面ふるさと寄付金を当てる予定。Ｈ29年
度は現在までに830万円のふるさと寄付金がよせら
れたとのこと。
企業へのふるさと納税や一般向けに、「高校生へ
の支援のための寄付」を呼びかければ、大きなＰＲ
になると思います。

③第2子の保育料を半額にした
い…という提案
現在国の制度として、第2子半額に
なっている子は
・2人同時入所で、かつ住民税所得
割額が57,700円未満の世帯

この枠を無くし、「同時入所でなくと
も2番目のお子さんすべての保育
料を半額に」したい。との意向です。
これにより、42名のお子さんが対
象。年額約490万円の保育料自己
負担分が軽減されます。
また一歩、進みますね。

④権現の湯の大規模改修計画
権現の湯の老朽化を受けて、来年度に大規模な改修工事
を行う予定が示されました。 概算工事費は約3億1500万円

・外壁、屋根、天井裏などの雨漏りの改修、エアコン、天井・
壁・床の張替え、照明器具のＬＥＤ化、入り口のホール、カラ
オケルームの見直し、浴室の床の張替えなど。

・フロントなどのレイアウトの変更 /下足入れを一部鍵付き
に /大広間を一部テーブル席・椅子式に・/トイレの洋式
化・ウォシュレットに/脱衣棚を一部鍵付きに/喫煙ルームを
屋外に/図書コーナーの設置/カラオケルームの新設など
【改修スケジュール】
3月 改修工事の設計業務について
4～5月 入札・発注
9～11月の内 2か月程度で改修工事（温泉館休館）
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